
三

変
更
事
項

事

項

変

更

前

変

更

後

所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
２
丁
目
６
番
２

号

日
本
ビ
ル

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
２
丁
目
１
０
番

１
２
号

内
神
田
す
い
す
い
ビ
ル

平成™š年›月›日 月曜日 第œœ™Ÿ号官 報

本
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下

に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
一
年
三
月
十
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

外
務
省
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
・

ア
フ
リ
カ
総
局
長
代
行

ロ
ニ
ー
・
Ｐ
・
ユ
リ
ア
ン
ト
ロ

在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

日
本
国
特
命
全
権
大
使

塩
尻
孝
二
郎
閣
下

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
一
号

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日
に
キ
ガ
リ
で
、
貧
困
農

民
支
援
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ル
ワ
ン
ダ

共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

貧
困
農
民
へ
の
支
援
に
力

点
を
お
い
た
食
糧
生
産
の
増
大
に
寄
与
す
る
た
め
に
必

要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

一
億
九
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

畑
中
邦
夫
在
ル
ワ
ン
ダ
大
使

ル
ワ
ン
ダ
側

ル
イ
ー
ズ
・
ム
シ
キ
ワ
ボ
外
務
・
協
力

大
臣

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
二
号

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日
に
キ
ガ
リ
で
、
変
電
及

び
配
電
網
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要

の
書
簡
の
交
換
が
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ

れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

変
電
及
び
配
電
網
整
備
計

画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購

入
２

贈
与
の
限
度
額

二
十
四
億
五
千
四
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
八
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

畑
中
邦
夫
在
ル
ワ
ン
ダ
大
使

ル
ワ
ン
ダ
側

ル
イ
ー
ズ
・
ム
シ
キ
ワ
ボ
外
務
・
協
力

大
臣

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
三
号

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日
に
キ
ガ
リ
で
、
ル
ス
モ

国
際
橋
及
び
国
境
手
続
円
滑
化
施
設
整
備
計
画
（
詳
細
設

計
）
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換

が
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

ル
ス
モ
国
際
橋
及
び
国
境

手
続
円
滑
化
施
設
整
備
計
画
（
詳
細
設
計
）
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

四
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

畑
中
邦
夫
在
ル
ワ
ン
ダ
大
使

ル
ワ
ン
ダ
側

ル
イ
ー
ズ
・
ム
シ
キ
ワ
ボ
外
務
・
協
力

大
臣

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
四
号

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
に
ラ
バ
ト
で
、
高
ア
ト

ラ
ス
地
域
に
お
け
る
洪
水
予
警
報
シ
ス
テ
ム
構
築
計
画
の

た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
モ

ロ
ッ
コ
王
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

高
ア
ト
ラ
ス
地
域
に
お
け

る
洪
水
予
警
報
シ
ス
テ
ム
構
築
計
画
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

五
億
八
千
六
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

柳
谷
俊
範
在
モ
ロ
ッ
コ
大
使

モ
ロ
ッ
コ
側

ア
ブ
デ
ル
ク
ビ
ー
ル
・
ザ
ウ
ー
ド
ゥ
水

利
・
環
境
担
当
国
務
長
官

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
五
号

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
に
サ
ン
ホ
セ
で
、
コ
ス

タ
リ
カ
大
学
日
本
語
学
習
機
材
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与

に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
コ
ス
タ
リ
カ
共
和

国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

コ
ス
タ
リ
カ
大
学
日
本
語

学
習
機
材
整
備
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産

物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

四
千
五
百
六
十
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

並
木
芳
治
在
コ
ス
タ
リ
カ
大
使

コ
ス
タ
リ
カ
側

レ
ネ
・
カ
ス
ト
ロ
外
務
・
宗
務
大
臣

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
二
号

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
三
号
）
附
則

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
る
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
高
年
齢
者

等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法

律
第
六
十
八
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
付
け
で
次
の
者

の
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
者

と
し
て
の
指
定
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
三
十
六
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

一

名
称

社
団
法
人
福
岡
県
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン

タ
ー

二

住
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
二
丁
目
九

番
地
二
十
八
号

三

事
務
所
の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

前
二
丁
目
九
番
地
二
十
八
号

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
八
十
九
号

工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
三
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
証
の
業
務
を
行
う
事

務
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
八
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

一

登
録
認
証
機
関
の
名
称

社
団
法
人
日
本
下
水
道
協
会

二

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称

社
団
法
人
日
本
下
水
道
協
会

検
査
・
Ｊ
Ｉ
Ｓ
登
録
認
証
セ
ン
タ
ー

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
五
十
六
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

舟
ヶ
宇
都
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
（
昭
和
三
十
二
年
建
設
省
告
示

第
百
三
十
九
号
で
指
定
し
た
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
犬
迫
町

一
二
二
八
番
七
か
ら
一
二
二
八
番
一
一
ま
で

一
二
二
八
番
一
三
か
ら
一
二
二
八
番
一
八
ま
で

一
二
二
八
番
二
二

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
五
十
七
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

西
地
上
北
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
五
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
五
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

香
川
県
高
松
市
塩
江
町
安
原
上

字
川
西

二
六
三
番
一

一
号

二
七
二
番
一
地
先
道
路
敷

二
号

二
七
二
番
一

三
号

一
五
三
八
番
二

四
号

一
五
三
六
番
一

五
号

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
六
号

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
に
フ
ナ
フ
テ
ィ
で
、
ツ

バ
ル
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の

交
換
が
ツ
バ
ル
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
努
力
推
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
両
政
府
の
関
係
当
局
が
合
意
す
る

生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

一
億
円

３

署
名
者

日
本
側

吉
澤
裕
在
ツ
バ
ル
大
使

ツ
バ
ル
側

カ
ウ
セ
ア
・
ナ
タ
ノ
副
首
相
兼
運
輸
・
通

信
・
公
共
事
業
大
臣

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

›
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